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11
年
か
ら
は
ラ
ト
ビ
ア
農
業
大
学
と
リ
ガ

工
科
大
学
で
ヘ
ン
プ
栽
培
と
繊
維
の
使
用

に
関
す
る
研
究
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
栽
培

試
験
は
欧
州
で
よ
く
栽
培
さ
れ
て
い
る
10

品
種
で
行
な
わ
れ
、
収
量
は
48
～
75
ｔ
／

ha
、
乾
燥
バ
イ
オ
マ
ス
量
の
平
均
は
18
ｔ

／
ha
を
記
録
し
た
。

ま
た
、
育
種
分
野
で
は
、
ラ
ト
ビ
ア
独

自
の
ヘ
ン
プ
品
種
「
ア
ド
ゼ
ル
ビ
シ
ェ
」

が
17
年
に
登
録
さ
れ
、
欧
州
農
業
植
物
品

種
カ
タ
ロ
グ
に
も
収
載
さ
れ
た
。
こ
の
品

種
は
、
世
界
的
に
人
気
の
あ
る
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
産
の
種
子
採
種
用
の「
フ
ィ
ノ
ー
ラ
」

よ
り
種
子
収
量
が
多
い
こ
と
が
特
徴
で
あ

る
。
こ
の
品
種
の
種
子
は
、
協
会
か
ら
栽

培
者
に
１
㎏
当
り
６
ユ
ー
ロ
（
約
７
２
０

円
）
で
販
売
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
研
究
成
果
を
発
表
す
る
場
と

し
て
、
毎
年
１
回
、
国
内
外
の
ヘ
ン
プ
専

門
家
を
招
い
て
、
法
制
度
、
栽
培
、
加
工
、

食
品
・
建
築
・
複
合
素
材
へ
の
展
開
と
い

っ
た
テ
ー
マ
を
網
羅
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
実

施
し
、
情
報
交
換
と
人
材
交
流
の
場
を
つ

く
っ
て
い
る
。

ヘ
ン
プ
情
報
を
発
信
す
る
　

オ
ベ
リ
ス
ク
農
場

最
近
、
ヘ
ン
プ
の
無
限
の
可
能
性
へ
の

魅
力
を
伝
え
、
誤
解
を
受
け
て
い
る
側
面

を
改
善
す
る
活
動
を
始
め
た
農
場
が
あ

る
。
オ
ベ
リ
ス
ク
農
場
は
、
有
機
農
業
を

す
る
た
め
に
、
17
年
に
イ
ギ
リ
ス
の
ロ
ン

栽
培
・
加
工
・
研
究
の
中
心
は 

ラ
ト
ビ
ア
産
業
用
ヘ
ン
プ
協
会

ラ
ト
ビ
ア
は
ソ
連
崩
壊
後
の
91
年
に
独

立
し
た
後
、
04
年
に
Ｅ
Ｕ
に
加
盟
し
た
。

ヘ
ン
プ
の
法
制
度
は
、
96
年
10
月
15
日
に 

内
閣
規
則
第
４
０
１
号
に
よ
っ
て
栽
培
許

可
の
手
続
き
が
定
め
ら
れ
た
が
、
そ
の
時

点
で
は
注
目
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
２
０

０
０
年
代
に
入
り
、
欧
州
の
ヘ
ン
プ
産
業

の
動
き
に
着
目
し
た
の
は
、
農
家
の
グ
ン

テ
ィ
ス
・
ス
ラ
ッ
シ
ュ
氏
で
あ
る
。
07
年

に
５
ha
で
試
験
的
に
栽
培
し
て
手
応
え
を

得
た
同
氏
は
、
翌
年
に
は
約
１
０
０
ha
に

栽
培
面
積
を
拡
大
し
、
周
辺
農
家
に
も
試

験
栽
培
を
呼
び
か
け
た
。

さ
ら
に
、
10
年
に
は
ラ
ト
ビ
ア
産
業
用

ヘ
ン
プ
協
会
（
L
I
K
A
）
を
立
ち
上
げ

（
図
１
）、
会
長
に
就
任
し
、
活
動
の
幅
を

広
げ
て
い
る
。
同
協
会
の
設
立
目
的
は
、

①
栽
培
者
、
加
工
業
者
お
よ
び
専
門
家
を

結
び
付
け
て
、
天
然
繊
維
お
よ
び
そ
の
他

の
再
生
可
能
な
原
料
の
栽
培
を
促
進
す
る

こ
と
、
②
関
心
の
あ
る
協
力
パ
ー
ト
ナ
ー

と
企
業
の
協
力
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
、
③

ラ
ト
ビ
ア
の
地
域
に
お
け
る
農
業
と
工
業

の
発
展
を
促
進
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ヘ
ン

プ
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
に
『
産

業
用
ヘ
ン
プ
の
栽
培
者
と
加
工
業
者
の
た

め
の
推
奨
事
項
』
と
題
し
た
全
52
ペ
ー
ジ

の
実
用
的
な
ガ
イ
ド
を
発
行
し
て
い
る
。

一
方
で
大
学
に
も
研
究
を
呼
び
か
け
、

バ
ル
ト
三
国
の
中
央
に
位
置
す
る
ラ
ト

ビ
ア
は
、
北
は
エ
ス
ト
ニ
ア
、
南
は
リ
ト

ア
ニ
ア
、
東
は
ロ
シ
ア
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
と

国
境
を
接
し
、
西
は
バ
ル
ト
海
に
面
し
た

国
で
あ
る
。
近
年
は
若
年
層
の
西
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
諸
国
へ
の
人
口
流
出
が
激
し
く
、
人

口
は
１
９
１
万
人
（
２
０
２
０
年
）
に
ま

で
減
少
し
て
い
る
。
国
土
面
積
は
日
本
の

中
部
地
方
ぐ
ら
い
で
、
西
部
は
平
坦
で
最

高
点
の
標
高
は
わ
ず
か
３
１
１
m
、
東
部

は
低
い
丘
陵
性
の
平
原
が
占
め
て
い
る
。

労
働
人
口
の
約
15
％
が
従
事
す
る
農
業
は

畜
産
の
ほ
か
、
穀
物
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
ビ

ー
ト
な
ど
の
畑
作
、
野
菜
・
果
樹
の
生
産

が
伝
統
的
に
行
な
わ
れ
て
き
た
。

中
世
か
ら
北
部
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
航
路
の
要

衝
で
あ
り
、
首
都
リ
ガ
は
バ
ル
ト
海
沿
岸

の
貿
易
を
掌
握
し
て
い
た
ハ
ン
ザ
同
盟
の

拠
点
で
も
あ
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
エ
リ
ザ

ベ
ス
女
王
が
２
０
０
６
年
に
リ
ガ
を
訪
問

し
た
と
き
に
、
同
国
と
フ
ラ
ン
ス
の
ナ
ポ

レ
オ
ン
が
戦
っ
た
ト
ラ
フ
ァ
ル
ガ
ー
の
海

戦
（
１
８
０
５
年
）
で
勝
利
に
導
い
た
の

は
、
帆
船
の
防
水
剤
に
使
う
ピ
ッ
チ
（
天

然
樹
脂
）、
マ
ス
ト
に
用
い
る
松
、
ロ
ー

プ
原
料
の
ヘ
ン
プ
を
リ
ガ
で
補
給
で
き
た

か
ら
だ
と
語
っ
た
と
い
う
。
欧
州
の
他
国

と
同
様
に
帆
船
に
用
い
る
ロ
ー
プ
や
布
を

製
造
す
る
た
め
に
ヘ
ン
プ
を
栽
培
・
加
工

し
、
国
内
用
途
に
限
ら
ず
ヘ
ン
プ
製
品
を

輸
出
し
て
い
た
同
国
の
歴
史
に
触
れ
た
エ

ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。

ラトビア
種子収量の多い独自品種を開発し、
栽培の自由化が拡大を後押し
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り
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
ヘ
ン
プ
料
理
本

を
発
売
し
た
り
と
い
っ
た
目
覚
ま
し
い
活

躍
に
よ
り
同
農
場
は
、
ラ
ト
ビ
ア
農
業
省

に
よ
る
「
ラ
ト
ビ
ア
最
優
秀
家
族
農
場
賞

２
０
１
９
」
を
受
賞
し
た
。

積
極
的
な
情
報
発
信
の
な
か
で
も
、
同

農
場
が
作
成
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開

し
て
い
る
「
ラ
ト
ビ
ア
・
ヘ
ン
プ
マ
ッ
プ
」

は
、
同
国
内
の
ヘ
ン
プ
産
業
を
食
品
、
原

料
生
産
、
住
宅
建
材
、
観
光
、
加
工
、
協

会
、
衣
料
品
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
け

て
示
さ
れ
て
い
て
わ
か
り
や
す
い
（
図

2
）。
最
近
も
、
欧
州
第
二
位
の
生
産
国

に
な
っ
た
隣
国
の
エ
ス
ト
ニ
ア
（
19
年
12

月
号
に
掲
載
）
と
の
「
ヘ
ン
プ
産
業
の
た

め
の
共
同
展
示
会
」
に
参
加
す
る
な
ど
、

普
及
活
動
に
力
を
注
い
で
い
る
。

ヘ
ン
プ
茶
の
問
題
と 

栽
培
の
自
由
化

昨
年
、
ラ
ト
ビ
ア
農
村
相
談
・
教
育
セ

ン
タ
ー
が
主
催
し
た
地
域
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ

ョ
ン
で
、
オ
ベ
リ
ス
ク
農
場
の
ヘ
ン
プ
茶

が
い
く
つ
か
の
部
門
で
優
秀
賞
を
受
賞
し

た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
後
、
ラ
ト
ビ
ア
食
品

獣
医
局
の
担
当
官
が
や
っ
て
き
て
、
ヘ
ン

プ
の
花
や
葉
を
使
っ
た
食
品
の
販
売
停
止

を
求
め
る
事
態
が
発
生
し
た
。
19
年
１
月

に
欧
州
委
員
会
が
、
97
年
５
月
15
日
以
前

に
人
間
に
よ
っ
て
相
当
量
食
べ
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
と
定
義
さ
れ
て
い
る
「
新
規
食

品
」
に
、
ヘ
ン
プ
の
花
や
葉
を
指
定
し
た

２
％
以
下
の
品
種
を
使
用
す
る
と
い
う
条

件
で
あ
れ
ば
、
行
政
当
局
へ
の
特
別
な
許

可
は
不
要
と
な
っ
た
。
農
家
で
あ
れ
ば
自

由
に
ヘ
ン
プ
を
栽
培
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。
ラ
ト
ビ
ア
農
業
省
の
業
界

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
は
、
２
０
３
０
年
の

ラ
ト
ビ
ア
・
バ
イ
オ
経
済
戦
略
の
実
行
に

は
ヘ
ン
プ
を
含
む
再
生
可
能
な
天
然
原
料

を
最
大
限
に
活
用
す
べ
き
だ
と
紹
介
さ
れ

て
お
り
、
19
年
に
約
９
０
０
ha
だ
っ
た
作

付
面
積
が
栽
培
の
自
由
化
に
よ
り
ど
う
拡

大
し
て
い
く
の
か
、
期
待
さ
れ
て
い
る
。

か
ら
で
あ
る
。

や
や
こ
し
い
の
は
、
す

で
に
２
年
間
も
同
農
場
の

ヘ
ン
プ
茶
は
販
売
実
績
が

あ
り
、
当
局
が
販
売
停
止

を
指
示
し
て
も
、
回
収
命

令
や
違
反
罰
金
を
求
め
ら

れ
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

欧
州
委
員
会
の
方
針
が
出

て
も
、
実
際
の
運
用
は
各

国
当
局
の
判
断
に
委
ね
ら

れ
て
い
る
。
ラ
ト
ビ
ア
の

当
局
は
、
ヘ
ン
プ
に
関
す

る
新
規
食
品
の
見
解
が
示

さ
れ
て
以
降
、
花
や
葉
を

使
っ
た
ヘ
ン
プ
茶
の
販

売
、
ヘ
ン
プ
に
多
く
含
ま

れ
て
い
る
健
康
機
能
成
分

の
カ
ン
ナ
ビ
ジ
オ
ー
ル

（
Ｃ
Ｂ
Ｄ
）
の
利
用
を
禁

止
し
た
。
な
お
、
ヘ
ン
プ
シ
ー
ド
由
来
の

オ
イ
ル
や
タ
ン
パ
ク
質
は
、
こ
の
見
解
で

は
そ
の
対
象
か
ら
外
れ
て
い
る
。
こ
の「
新

規
食
品
」
問
題
は
、
欧
州
の
ヘ
ン
プ
産
業

界
全
体
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
問
題
解

決
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
交
渉
が
行
な
わ

れ
て
い
る
。

最
新
動
向
と
し
て
は
、
麻
薬
・
向
精
神

薬
・
医
薬
品
の
合
法
的
流
通
に
関
す
る
法

律
が
改
正
さ
れ
、
20
年
か
ら
は
欧
州
の
農

業
植
物
品
種
カ
タ
ロ
グ
に
収
載
さ
れ
て
い

る
マ
リ
フ
ァ
ナ
成
分
Ｔ
Ｈ
Ｃ
濃
度
が
０
・

ド
ン
か
ら
４
人
家
族
が
ラ
ト
ビ
ア
東
部
の

オ
ベ
リ
ス
ク
村
に
移
住
し
、
２
・
５
ha
で

の
栽
培
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。
有
機
農
業

の
中
心
的
な
作
物
と
し
て
ヘ
ン
プ
を
栽
培

し
、食
品
や
紙
製
品
を
販
売
し
て
い
る（
図

1
）。さ

ら
に
、
農
場
を
核
に
、
ヘ
ン
プ
の
歴

史
教
育
の
場
と
し
て
ヘ
ン
プ
博
物
館
と
、

産
業
用
ヘ
ン
プ
の
最
新
の
知
識
を
提
供
す

る
ヘ
ン
プ
・
ス
ク
ー
ル
を
開
設
し
た
。
ヘ

ン
プ
繊
維
を
手
作
業
で
採
取
し
加
工
す
る

昔
な
が
ら
作
業
の
再
現
、
紙
漉
き
、
お
菓

子
づ
く
り
や
ヘ
ン
プ
料
理
の
体
験
、
ヘ
ン

プ
の
茎
を
利
用
し
た
建
築
材
づ
く
り
な
ど

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
農
場
研

修
生
の
受
け
入
れ
な
ど
、
産
業
用
ヘ
ン
プ

の
価
値
を
広
め
る
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
を
展

開
し
て
き
た
。
現
地
の
テ
レ
ビ
番
組
の
料

理
シ
ョ
ー
に
ヘ
ン
プ
料
理
で
出
演
し
た

図１：オベリスク農場の製品群

出典：http://www.obeliskfarm.lv

図２：ラトビア・ヘンプマップ

出典：http://www.obeliskfarm.lv


